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L は じめに

　コ ン ク リ
ー

ト構造物に ひ び割れ が 生 じると、美

観 を損 な うばか りで な く、 コ ン ク リ
ー

ト構造物 と

しての耐久性が低下 し、
コ ン ク リー ト内部の鉄筋

の腐食 、 コ ンク リートひび割れか らの漏水も発生

し、構 造物 の 維持 管理 面で 大 きな問題が発生する 。

ひび割 れ の 発生には様々な要因が 考えられるが、
特 に発生 の 頻度が高い も の に は 、 乾燥収縮に よ る

ひ び 割れがある 。

　本研究で は 、 コ ン ク リ
ー

ト中の 強ア ル カ リ下

で はほ とん ど吸水する こ とな く、 中性又は酸性 の

水 と接す る と大 きく吸収す るとい う高吸水性高 分

子材料 を、乾燥収縮ひ び 割れ 低減用 の 混和剤 と し

て 用 い る こ とを新 しく考案 し、その 効果 を検討 し

たもの で ある 。 こ れは、こ の 混和剤 を用 い る と、
コ ン ク リー

ト脱 型 直徒に散水 す る こ と に よ り、コ

ンクリ
ー

ト表面部が中性または弱酸性の水に接す

る こ と とな り、コ ン ク リ
ー

ト中の高分 子 材料が 吸

水膨脹 しコ ンク リート表面部にゲル 状の皮膜を析

出 して 封か ん養生 に よ く似 た 状態 に なる の で はな

い か と考えたこ とによる 。

の 供試体を用い 、 図一 1 に 示す手順に よ り行 っ た 。

実験結果は 、 目視に よ るひ び割れ の 観察お よび ひ

び割れ発生面積に よ り評価 した 。

表一1 使用 した高分 子 材料の基礎的性質

種類 A B

外 観 白色粉末状 白色粉末状

粒 子形状 球 形 粒 子 球 形 粒 子

吸 収能力 （脱イオン 水 ） 200〜300500 〜1000

吸 収 能 力 （0．9％N 臼Cl水） 35 〜40 65〜75

平均 粒形 〔μ ） 280 以上 60〜2CO

pH 6〜8 6〜8

か さ密 度（ガ c   ） O、9〜1．8 O．7〜1、0

含水率 （wt ％ ） 7以下 7以下

ゲル 強度 の程 度 特 に 大 中

2 ．実験概 要

2 ． 1　 使用材料

　セ メ ン トに は普通 ボル トラ ン ドセ メ ン トを 、

骨材に は鬼怒川産 の 川砂 （EM ：；2、60 、 表乾比

重 ；2．60 ）を用 い た 。 予備実験結果 に もとづ き

選定 した吸水性高分 子材料の 特性 は 、 表
一 1 に 示

す通 りで ある 。

2 ． 2　 配 合条件

　実験は、水 セ メ ン ト比を 30％、 35％ 、 40％ 、 45％

およ び 50 ％と し た モ ル タ ル に つ い て 行 っ た。ま

た 、 高分 子材料 の 吸水前の 添加量 を予備実験結果

よ り、モ ル タ ル 容積の 0．2％お よ び 0．4％とした 。

なお、比較 の ため に、高分子材料無添加 の 場合 に

つ い ても実験を行 っ た。

2． 3　 実験方法

　練混 ぜ お よび フ ロ
ー

試験は JIS　 R　5201に準 じ

て行い 、 圧縮強度の測定にはφ7．5x15c皿 の円柱

供試体 を用 い た。また、乾燥収縮 ひ び割れ に 関 す

る促進試験は 、 幅 7．5cm、 長さ 22．5cm、 高さ 3cm

幅7．5。 m 、長さ22．5cm、高さ3cmの 型 枠 を使用

モ ル タル を打込みながら
一

つ の 型枠につ き鉄筋を7 本入 れる

4S 時間および 96時間後乾燥炉か ら取 り出す

打込 み 後、40 °Cの 乾燥炉に 入れる

ひび割れの様子を観察

ひび割れ面積の算定

図
一1 乾燥収縮 ひ び割れ促進試験 の 手順
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　 3．実験結果

　図
一 2 は 、 高分 子材料 の 種類 およ び 添加 量 の

違 い よる フ ロ
ー値の 経時変化 に つ い て 示 したもの

で あ る 。 高分子材料の 添加量および 高分子材料の

種類 が フ ロ
ー値に 及ぼす影響はほ とんど見られな

か っ た 。 また、高分子材料 の 添加 が 作業性に 及 ぼ

す影 響 は ほ とん ど ない と感 じられ た 。 しか し 、 添

加量が こ れ 以 上増 すと フ ロ ー値 が 低 下する傾向に

あ り、今回用 い た高分 子材料で は最大添加量 を

0．4％ と考 えて い る。

　 図
一 3 は 、 水 セ メ ン ト比 と圧 縮強度の 関係 を

示 したもの で ある 。 高分子材料を添加 したモ ル タ

ル でも一般的なモ ル タル と同様に水セメ ン ト比 の

増加 に従 い、圧縮強度は減少する傾向を示 して い

る 。 また、そ の 圧縮強度に つ い ては、高分子材料

を添加したもの で あっ て も
一
般的な もの と同等程

度の強度が得 られてお り、 添加量がある
一
定値以

下 で あれば 、 高分子材料の添加が圧縮強度に及ぼ

す影響は 小 さい もの と考え られる 。

　 図一4 、 は水セ メ ン ト比 と乾燥収縮 ひ び 割 れ

総合面積の 関係を示 した もの で あ る 。普通 モ ル タ

ル と高分子材料を添加 した モ ル タル を比較す る と、

高分子材料を添加 した場合に お い て は乾燥収縮ひ

び割れが大き く改善されて い る 。 こ れ は 、 高分子

材料が モ ル タル 中に水分を保持す る こ とによるも

の と考え ら れ 、 高分子材料の 添加量が 0．2％ の も

の に 比べ 0．4％の も の で はさ らに乾燥収縮ひ び割

れ が低減されてお り、 添加量の 増加に 従い乾燥収

縮 ひ び割れ は低減 する傾 向を示 して い る。また 、

高分子材料の種類 の 違 い による低減効果は 、 高分

子 A を 用 い たモ ル タ ル の ほ うが 、 高分 子 B を添

加 したものよ りその効果が高い こ とを示 して い る 。

こ れ は 、 高分子 A の 方が体積膨脹が大 き く水 分保

持 機能 が 高い こ と に よ る も の と考え ら れ る 。

4 ．まとめ

（1）　 今 回提案 した ア ル カ リ領域下 で は水 分

　　　をあま り吸収 しない が、中性または酸性領

　　　域に なる と大き く吸収す るとい う性質 を持

　　　 つ 高分子材料を混和剤と して 用 い ると、モ

　　　ル タ ル の乾燥収 縮ひ び 割れ を大 き く改 善で

　　　 きる 。

（2 ）　 添加 した高分 子材料 の 添 加量 をモ ル タ

　　 ル に対する容積比で 0．2％とすると、 添加

　　 し な い モ ル タ ル に 乾燥収縮 ひ び 割 れ を発 生

　　 するような条件下にお い て も 、 ひ び 割れ の

　　 発生が ほ とん どな くなる 。

（3 ）　 乾燥 収縮ひ び 割れ を十 分 に抑制 で き る

　　 程 度の 添加量 で あれ ば 、 モ ル タ ル の 作 業性

　　 な らびに圧縮強度の発現性状はほ とん ど変

　　 化 しな い 。
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図
一3 水セル ト比と圧縮強度の 関係

　　　　（材齢 7日、気中養生）
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　図一448 時間経過後の 水セルト比と乾燥
　　　　　収縮 ひ び割れ総 面 積の 関係
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